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P2〜3 平成 28 年度
事業計画及び予算について

P4 赤い羽根
まちづくり福祉活動事業
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P6 地域福祉活動報告
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P10 人事異動のお知らせ

P11〜12 寄附

地域イベントで見つけた！
支えあいの心

落合ふれあい公園祭りで落合地区社会
福祉協議会が実施したミニゲームコー
ナーで遊ぶ子供たちと熊本地震に募金
する子供たちの様子。



基本目標❶  地域で活躍できる人づくり
　 ⑴ 地域福祉を推進する人材の育成　　⑵ ボランティア活動の活性化
　 ⑶ 福祉関係団体の支援　　⑷ 生涯地域で活躍できる社会参加の支援

基本目標❷  手と手をつなぐ地域づくり
　 ⑴ 「ささえあい・たすけあい」で繋がる地域福祉の推進
　 ⑵  福祉委員を中心とした小地域福祉ネットワークづくりの推進
　 ⑶ 地区社会福祉協議会の健全育成及び連携強化
　 ⑷ 更なる賛助会費制度の普及と会員加入の促進

基本目標❸  地域を支える環境づくり
　 ⑴ 福祉に関する広報啓発活動の推進　　⑵ 信頼できる窓口体制の整備

基本目標❹  安心して暮らせる体制づくり
　 ⑴ 利用者本位の福祉サービスや制度の充実強化
　 ⑵  介護職員の資質を高め専門性を発揮したより充実した介護サービス

の提供

地域福祉活動事業
29,944千円
（5.7%）

介護保険事業収入
191,774千円
（36.3%）

介護保険事業収入
191,774千円
（36.3%）歳入歳入

受託金収入
121,860千円
（23.0%）

受託金収入
121,860千円
（23.0%）

経常経費
補助金収入
101,674千円
（19.2%）

経常経費
補助金収入
101,674千円
（19.2%）

介護保険事業
232,120千円
（43.9%）

介護保険事業
232,120千円
（43.9%）歳出歳出

在宅福祉サービス事業
143,262千円
（27.1%）

在宅福祉サービス事業
143,262千円
（27.1%）

法人運営事業
102,429千円
（19.4%）

法人運営事業
102,429千円
（19.4%）

区分間繰入金収入
　32,818千円（6.2%）

事業収入
　25,331千円（4.8%）

前期末支払資金残高
　16,866千円（3.2%）

寄附金収入
　13,973千円（2.6%）

会費収入
　11,223千円（2.1%）

その他
　6,741千円（1.3%）

共同募金配分金収入
　6,440千円（1.2%）

企画広報事業
2,311千円（0.4%）

権利擁護事業
18,634千円（3.5%）

平成２８年度 事業計画及び予算について

　

平
成
28
年
３
月
28
日
、理
事
会
及
び
評
議
員
会
を
開
催
し
、

平
成
28
年
度
の
事
業
計
画
及
び
社
会
福
祉
事
業
予
算
・
公
益

事
業
予
算
・
収
益
事
業
予
算
な
ど
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、「
介
護
保
険
法
」の
改
正
に
伴
う
総
合
事
業
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
の
力
を
引
出
し
、
更
な
る
地
域
福

祉
の
推
進
に
向
け
て
計
画
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
基
本
目
標
と
重
点
目
標
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
す
。

『みんなでつくる　いきいきと暮らせる愛のまち　たかはし』
～ささえあい・たすけあいのまちづくり～

予算概要 社会福祉事業  528,700 千円

公益事業  126,479 千円〔歳入※会費収入内訳〕
○社会福祉協議会
　賛助会員会費収入 10,893 千円
○福祉移送サービス
　会員会費収入 330 千円

〔歳入※その他内訳〕
○障害福祉サービス等
　事業収入 2,566 千円
○負担金等収入 4,175 千円 シルバー人材センター 101,357 千円

総合福祉センター 25,122 千円
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平成２８年度 賛助会員会費及び寄附金を財源とした事業について
福祉活動助成事業

賛助会員会費 5,308千円・寄附金 304千円

ふれあいサロン事業、福祉団体への助成など主な事業

災害福祉事業
賛助会員会費 580千円

災害見舞金の支給など主な事業

老人福祉事業
寄附金 50千円

日常生活用具貸出事業（車いす等）主な事業

ふれあい相談事業
賛助会員会費 55千円

福祉総合相談の実施主な事業

福祉資金貸付事業
寄附金 23千円

貸付経費等主な事業

福祉活動推進事業
賛助会員会費 986千円・寄附金 1,051千円

ふれあい福祉講座・福祉座談会の開催。地域
福祉活動計画の推進。健康福祉のつどい開催主な事業

障がい児・ひとり親・児童福祉事業
賛助会員会費 150千円

障害者団体活動支援主な事業

企画広報事業
寄附金 2,311千円

広報紙の発行、ホームページの更新主な事業

ボランティアセンター活動事業
賛助会員会費 873千円・寄附金 798千円

学童、生徒のボランティア活動普及事業、福
祉出前講座の開催、ボランティア研修会・夏
のボランティア体験事業の実施など

主な事業

ふれあいのまちづくり事業
賛助会員会費 193千円・寄附金 8,228千円

福祉委員活動の支援。
各地区社会福祉協議会の活動支援主な事業

主な事業

敬老事業
賛助会員会費 2,747千円・寄附金 1,142千円

敬老会への助成、敬老祝い品贈呈事業
（米寿祝いの肖像写真贈呈）
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〜地域から孤立をなくそう〜みんなが社会の一員として包み支え合うしくみづくり〜
　高梁市共同募金委員会では、地域福祉の充実を図るため、住民相互の「たすけあい」地域福祉活動を積極
的に取り組む団体や地域の安全・安心な暮らしを支える住民活動を支援しています。平成 27 年度活動に
取り組んだ７団体のうち、３団体の活動をご紹介します。

ご近所
ネットワーク活動

サロン活動
の充実

声かけ・見守り
活動

福祉マップ
づくり

　会員は、サロンで毎回会うのが楽しみで、
生きがいを感じて活動しています。
　市健康づくり課から講師を招き、軽体操を
したり、グリーンヒルの職員の方に「熱中症予
防」や「介護保険」の話を聞いて勉強しました。
　また、寄せ植えを作ったり、七夕かざりや
クリスマス会など季節の行事も行いました。
　参加出来ない人への友愛訪問は大変喜ばれ
ました。今後も続けていきたいと思います。

　遠原サロンの会では、月１回の開催を目標
に各町内の代表者が全戸に参加を呼び掛けて
います。希望者だけではありますが、遠原全
住民の一日親睦旅行、グラウンドゴルフ大会、
新年会等交流が出来るようになりました。ま
た、会場に参加できない人には、お弁当を作
り友愛訪問をしました。
　今年はゴミ分別の講習会も実施し、参加し
た方からはずいぶん分別が変わっていたので
参考になったと喜んでいただきました。

　

成
羽
町
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
、
地
域
住
民
が
安
心

安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
防
犯

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
子
供
と
老
人
が
交

通
事
故
や
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
と

願
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
共
同
募
金
の
助
成
を

受
け
、
夜
間
で
も
目
立
つ
反
射
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
等
の

整
備
が
で
き
ま

し
た
の
で
、
今

後
の
防
犯
活
動

に
役
立
て
て
い

き
ま
す
。

まちづくり福祉活動事業
赤 い羽 根

サ
ロ
ン
活
動

防
災
・
防
犯
活
動

宇治町 遠原サロンの会松原町 春木ふれあいサロン

成
羽
町
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
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vol.1

　

朝
早
く
か
ら
、
成
羽
美
術
館

周
囲
の
草
花
の
管
理
や
剪
定
に

勤
し
む
徳
森
勝
造
さ
ん
（
81
）
が

今
回
最
初
の
ふ
く
し
人
で
す
！

　　

高
齢
化
が
進
み
地
域
の
活
力

が
衰
退
す
る
中
で
、
成
羽
の
顔

で
あ
る
成
羽
美
術
館
を
守
り
育

て
る
「
成
羽
美
術
館
を
守
る
会
」

が
発
足
し
、
そ
の
清
掃
活
動
に

参
加
し
た
徳
森
さ
ん
は
、
皆
様

の
成
羽
を
思
い
や
る
気
持
ち
に

共
感
し
、
成
羽
の
為
に
微
力
で

は
あ
る
が
清
掃
管
理
を
行
う
こ

と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

以
来
美
術
館
の
鑑
賞
者
に
到

着
か
ら
出
発
ま
で
十

分
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
の
思
い

か
ら
、
早
朝
よ
り
１

時
間
程
度
、
庭
木
の

手
入
れ
や
外
周
の
清

掃
、
除
草
に
努
め
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
徳
森
さ
ん
が
暮
ら
す
地
域

は
、
若
者
も
少
な
く
、
地
域
の
絆
も

段
々
と
薄
れ
て
い
く
中
で
、
危
機
感

を
感
じ
た
中
高
年
を
中
心
に
「
東
枝

を
守
る
会
」
を
結
成
し
、
地
域
の
環

境
整
備
を
行
う
活
動
も
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

最
近
で
は
、
高
齢
者
宅
の
進
入
路

の
拡
張
を
し
た
り
、
自
宅
に
倒
木

の
恐
れ
が
あ
る
、
木
の
撤
去
な
ど
も

行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
は
、
地
域
で
暮
ら

す
高
齢
者
の
困
り
ご
と
を
、
地
域
の

中
で
解
決
す
る
一
つ
の
仕
組
み
に
も

な
っ
て
お
り
、
高
齢
者
か
ら
の
喜
び

の
声
も
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
東
枝
に
お
住
ま
い
の
方

が
、
定
期
的
に
顔
を
合
わ
せ
、
み
ん

な
に
元
気
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
、

「
東
枝
を
元
気
に
す
る
会
」
と

い
う
名
前
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
に
も
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま

す
。
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
行

う
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の

中
で
、
い
つ
も
笑
顔
が
溢
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
に
２
回
程
度
、
男

性
が
中
心
と
な
っ
て
、
手
打
ち

う
ど
ん
・
そ
ば
づ
く
り
も
行
っ

て
お
り
、
地
域
の
皆
様
か
ら
も
大
好

評
と
の
こ
と
で
す
。

　

様
々
な
世
話
人
と
し
て
、
こ
う
し

た
活
動
を
行
う
中
で
、
地
域
の
方
か

ら
の「
あ
り
が
と
う
」と
い
う
言
葉
や
、

皆
様
に
喜
ば
れ
る
こ
と
が
、
地
域
貢

献
を
行
う
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
と

共
に
、
自
身
の
健
康
づ
く
り
に
も
繋

が
っ
て
い
る
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
伺
う
と

「
こ
れ
か
ら
先
、
お
互
い
の
支
え
合

い
助
け
合
い
は
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
く
る
。

　

地
域
の
福
祉
を
推
進
し
て
い
く
た

め
に
は
、
様
々
な
福
祉
関
係
者
と
地

域
住
民
が
一
丸
と
な
っ
た
体
制
作
り

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
人

と
の
交
流
を
通
じ
て
地
域
の
絆
を

深
め
、
心
豊
か

で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
地
域

づ
く
り
に
少
し

で
も
貢
献
し
た

い
と
思
っ
て
い

る
。」
と
力
強
く

話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

我
が
地
域
は

　

地
域
住
民
で
守
る

絆
を
深
め
る
サ
ロ
ン
活
動

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

私の町のふくし人
ふくしとは、ふふつう（普段）の く暮らしが し幸せであること。と言われています。

このコーナーでは、そんな福祉のまちづくりのために地域で頑張っておられる方を紹介していきます。

徳森 勝造さん

広報ふれあい福祉　第67号5



　開花予報が早く、前倒しで開催したお花見。
　職員が作った手作り花見弁当は彩も良く食欲をそそ
り、全員おいしく完食しました！
　桜だけでなく椿も満開で、ワイワイガヤガヤ和やかな
お花見が出来ました。

4
5ささゆり苑でお花見

　落合ふれあい公園まつりの会場内で、輪投げや釣り
ゲームなどで地域の子供達と交流を行いました。
　大勢の子どもたちが楽しくゲームをしている姿がとて
も印象的でした。
　また、被災地支援として熊本地震災害義援金を募りま
した。

4
24落合地区社協  地域イベントで子供達と交流

　サロンでは毎年恒例行事のお花見です。
　この日は春の寒波でとても寒く、桜も大分散ってしま
いましたが、じゃんけんゲームや「さくらさくら」のトー
ンチャイム演奏で会場は大いに盛り上がり、楽しく和気
あいあいと１日を過ごしました。

4
11 ふれあいサロン神原でお花見

地域福祉活 動報 告

　日本中が悲しみに包まれた東日本大震災から５年目を迎えるに
あたり、イズミゆめタウン高梁にご協力をいただき、チャリティ
イベントを開催しました。中でも、「落合ひまわりの会」の手作り
ドーナツは、300袋があっという間に完売しました。
　その他、起震車による地震体験も多くの方が体験され、それぞれ、
地震発生時の行動について考えていました。

3
11 落合地区社協  ３．１１絆プロジェクト
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米
寿
を
迎
え
ら
れ
る
皆
様
の
長
寿
を
お
祝
い

し
記
念
品
を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。

▽
贈
呈
の
対
象
者

　

高
梁
市
内
に
在
住
し
、
昭
和
３
年
４
月
１
日

か
ら
昭
和
４
年
３
月
31
日
の
間
に
お
生
ま
れ
の

方
で
、
高
梁
市
に
住
所
を
有
す
る
方

▽
贈
呈
品

　

米
寿
記
念
の
肖
像
写
真

　

※ 

市
社
協
か
ら
対
象
者
へ
希
望
調
査
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
撮
影
、
贈
呈
等
は
無
料
で
、
撮
影
日

時
な
ど
は
、
川
口
写
真
館
ま
た
は
ア
サ
オ
写
真

工
房
か
ら
直
接
申
込
者
の
方
へ
ご
連
絡
い
た
し

ま
す
。

　

な
お
、
贈
呈
は
９
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

台
紙
・
フ
レ
ー
ム
・
額
縁
の
中
か
ら
一
つ
選

ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　

夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
を
７
月
か
ら

８
月
の
期
間
で
実
施
し
ま
す
。

▽
日
　
時

　

事
前
研
修
会

　
　

平
成
28
年
７
月
18
日（
月
）９
時
よ
り

　

事
後
研
修
会

　
　

平
成
28
年
８
月
27
日（
土
）９
時
よ
り

▽
場
　
所

　

高
梁
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
者

　

市
内
へ
在
住
又
は
市
内
に
通
学
し
て
い
る
中

学
生
・
高
校
生
・
大
学
生

▽
内
　
容

　

市
内
の
施
設
及
び
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
活
動

　

高
梁
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高

齢
者
の
皆
さ
ん
の
今
ま
で
培
っ
て
こ
ら
れ
た
豊

か
な
知
識
、
経
験
、
技
術
を
発
揮
す
る
場
の
提

供
を
し
て
い
ま
す
。
随
時
会
員
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
会
員
の
条
件

　

①
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、
健
康
で
働
く
意

欲
が
あ
る
方

　

②
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
主
旨
に
賛
同

し
、
入
会
説
明
を
受
け
「
就
業
承
諾
書
・

入
会
申
込
書
」を
提
出
さ
れ
た
方

　

③
市
社
協
会
長
か
ら
入
会
を
承
認
さ
れ
た
方

　

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
事
業
を
平

成
28
年
７
月
と
11
月
の
２
回
実
施

し
ま
す
。
な
お
、
第
１
回
目
の
申

込
締
切
は
６
月
15
日（
水
）ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

▽
対
象
者

　

寝
具
類
の
衛
生
管
理
が
困
難
で
、

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
す

方
（
高
齢
者
と
は
概
ね
65
歳
以
上
の

方
、
障
害
者
と
は
身
体
障
害
者
、

知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
及
び

難
病
患
者
の
こ
と
で
す
）

　

①
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
・
障

害
者

　

②
高
齢
者
・
障
害
者
の
み
の
世

帯
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
世
帯

の
高
齢
者
・
障
害
者

▽
対
象
品
目

　

掛
布
団
、
敷
布
団
、
肌
布
団
、

毛
布（
シ
ン
グ
ル
）の
１
セ
ッ
ト（
単

品
で
も
可
）

　

平
成
28
年
度
ふ
れ
あ
い
福
祉
講
座
を

次
の
日
程
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の「
ふ
れ
あ
い
福
祉
講
座
」は
、
少

子
高
齢
化
に
よ
り
一
人
暮
ら
し
、
高
齢

者
世
帯
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、
高
齢

者
や
障
害
者
の
方
が
地
域
で
安
心
し
て

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
住

民
が
福
祉
に
対
す
る
理
解
を
深
め
『
さ

さ
え
あ
い
が
日
常
的
に
行
わ
れ
る
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
』
の
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

○
日
　
時

　

平
成
28
年
７
月
29
日（
金
）

　
　

13
時
30
分
か
ら
16
時
30
分
ま
で

○
場
　
所

　

高
梁
総
合
文
化
会
館

○
対
　
象

　

 

福
祉
委
員
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
関
係
者
等

○
内
　
容

　

・
実
践
発
表

　

・
記
念
講
演

夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業

参
加
者
募
集

2016高
梁
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
中

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
事
業
の

利
用
に
つ
い
て

米
寿
祝
い
品
贈
呈
事
業
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先

地
域
福
祉
課　

☎
@2ｰ

７
２
４
３

有
漢
支
所　

☎
%7ｰ

３
２
１
８

成
羽
支
所　

☎
$2ｰ

２
０
０
５

川
上
支
所　

☎
$8ｰ

９
７
７
０

備
中
支
所　

☎
$5ｰ

３
１
３
１

ふ
れ
あ
い
福
祉
講
座
に
つ
い
て

 Ｎｅｗｓ お ら せ知NEWS
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平成 27 年度 賛助会員会費にご協力いただいた法人及びふるさと会員
３月１日から３月 31 日までの受付分を掲載しております。ご協力ありがとうございました。（順不同、敬称略）

平成27年度 賛助会員会費へのご協力ありがとうございました
　市内外の方々へご協力のお願いをしております賛助会員会費について、 多くの方からご理解ご賛同を賜
りありがとうございます。
　この会費はふれあいサロン事業やボランティアセンター活動事業等の地域福祉活動を推進していくうえ
で、欠かせない貴重な財源となっております。
　市社協では皆さまと共に、住み慣れた地域で安心して暮らせる「ささえあい・たすけあい」のまちづくり
に積極的に取り組んでまいりますので、本年度も賛助会員会費のご協力をよろしくお願いいたします。 

◆平成 27 年度 賛助会費　協力の状況◆ （平成 28 年３月 31 日現在）

会 員 区 分 件　　数（人） 金　　額（円）

普 通 会 員 6,709 7,101,000
法 人 会 員 274 897,000
ふ る さ と 会 員 73 247,000
特 別 会 員 10 50,000
合 計 7,066 8,295,000

会費の使いみちについては７月 15 日発行のふれあい福祉第 68 号で報告いたします 

　

市
内
の
小
学
校
児
童
会
よ
り
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
の
寄
贈
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

用
具
は
、
児
童
会
活
動
の
一
環
の
ア

ル
ミ
缶
回
収
に
よ
る
収
益
金
で
購
入

さ
れ
た
も
の
で
す
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。高梁小学校より、ピンダー及びマンカラの寄贈 富家小学校よりパズル等の寄贈

NEWS

（備中地区）…………………………
興成開発株式会社
株式会社ニチノー

●法人会員
（高梁地区）…………………………
株式会社　円仏産業

備中商事

　

備
中
開
発
株
式
会
社
（
仲
田
泰

彦
社
長
）、
落
合
地
区
社
会
福
祉

協
議
会（
角
銅
勇
二
会
長
）で
は
、

東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
の

一
環
で
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
り

義
援
金
を
募
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
度
、
両
代
表
か
ら
義
援
金
を

お
預
か
り
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
義
援
金
は
、
日

本
赤
十
字
社
岡
山
県
支
部
及
び

岡
山
県
共
同
募
金
会
を
通
じ
て

被
災
地
へ
送
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
義
援
金

に
つ
い
て

広報ふれあい福祉　第67号 8



★
福
祉
総
合
相
談

　

毎
週
月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　

午
後
５
時
15
分
ま
で

随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
予
約

や
お
問
い
合
わ
せ
先 

は
次
の
と
お
り

で
す
。

地
域
福
祉
課　

☎
@2ｰ

７
２
４
３

有
漢
支
所　

☎
%7ｰ

３
２
１
８

成
羽
支
所　

☎
$2ｰ

２
０
０
５

川
上
支
所　

☎
$8ｰ

９
７
７
０

備
中
支
所　

☎
$5ｰ

３
１
３
１

※ 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
完
全
に
守
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

　

こ
の
度
、
日
本
財
団
か
ら
車
両
整
備

の
助
成
を
受
け
、
軽
自
動
車
１
台
を

更
新
し
ま
し

た
。

　

市
社
協
で

は
、
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス

に
こ
の
車
両

を
活
用
し
て

い
ま
す
。

　

市
社
協
で
は
、
福
祉
用
具
（
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
等
）
の
貸
出
を

行
っ
て
い
ま
す
。
貸
出
用
具
の
使

用
料
は
無
料
で
、
貸
出
期
間
は
14

日
以
内
で
す
。
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
祉
用
具
等
の

　
　

貸
出
に
つ
い
て

日
本
財
団
か
ら
車
両
助
成
を

受
け
ま
し
た

ふ
れ
あ
い
相
談
に
つ
い
て

NEWS

平成２８年度 熊本地震災害 義援金の受付について
　平成 28 年４月 14 日から断続的に発生している熊本県熊本地方を震源とする地震により、人的被
害をはじめ、多くの家屋倒壊等の被害が発生しています。
　この地震に伴い、高梁市共同募金委員会では、日本赤十字社高梁地区と合同で義援金の受付を行っ
ています。皆様のご理解・ご協力をお願いいたします。

　　　　　　　● 義援金の名称　「平成 28 年熊本地震義援金」
　　　　　　　● 受付期間　　　平成 28 年４月 15 日金 ～ 平成 28 年６月 30 日木
　　　　　　　● 受付場所　　　高梁市社会福祉協議会本所及び各支所

　市社協では経済的問題、健康問題、家庭問題等様々な問題を抱えている方々の相談に応じ、必要な
支援等を行うための相談支援窓口「高梁市生活あんしんサポートセンター」を開設しております。

　　☆相談日等は次のとおりです 
　　　場　　所：高梁総合福祉センター
　　　　　　　　☎ 22–9111（直通）  FAX 22–0845
　　　相談日時：月曜日から金曜日
　　　　　　　　午前９時から午後５時まで
　　　休 業 日：土・日・祝日、年末年始

高梁市生活あんしんサポートセンター

広報ふれあい福祉　第67号9



人事異動のお知らせ
人事異動がありましたのでお知らせします。（　　）内は旧任

平
成
28
年
３
月
31
日
付

【
退
職
】

▼
藤
本
和
義（
事
務
局
参
与
）

▼
林
八
重
子（
介
護
保
険
課
長
兼
介
護
員
）

▼
大
江
保
男（
市
兼
巨
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
施
設
長
）

▼
内
藤
正
枝（
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
か
わ
か
み
管
理
者
）

▼
堀
井
恵
美
子（
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
び
っ
ち
ゅ
う
管
理
者
）

平
成
28
年
４
月
１
日
付

【
異
動
】

▼
事
務
局
参
与
＝
堀
節
夫（
高
梁
市
産
業
経
済
部
参
与
）

▼
事
務
局
参
事
＝
横
山
浩
二（
高
梁
市
産
業
経
済
部
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

▼
川
上
支
所
長
兼
地
域
福
祉
課
参
事
＝
宮
本
恵
美
子（
備
中
支
所
長
兼
備
中
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
管
理
者
）

▼
総
務
課
長
兼
出
納
責
任
者
＝
堀
か
お
る（
総
務
課
長
兼
有
漢
支
所
長
）

▼
介
護
保
険
課
長
兼
介
護
予
防
調
整
担
当
＝
藤
原
俊
孝（
川
上
支
所
長
兼
介
護
保

険
課
課
長
補
佐
）

▼
市
兼
巨
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
施
設
長
＝
宮
森
益
男
（
市
兼
巨
瀬
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事
務
員
）

▼
備
中
支
所
長
兼
地
域
福
祉
課
主
幹
＝
岡
田
幸
子（
川
上
支
所
主
任
）

▼
総
務
課
主
査
＝
村
上
靖
恵
（
高
梁
市
産
業
経
済
部
産
業
振
興
課
観
光
振
興
係

長
）

▼
総
務
課
主
任
＝
宮
本
佐
代
子（
総
務
課
主
任
兼
出
納
責
任
者
）

▼
地
域
福
祉
課
主
査
＝
川
上
麻
美（
地
域
福
祉
課
主
査
兼
介
護
保
険
課
巨
瀬
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
生
活
相
談
員
）

▼
地
域
福
祉
課
主
任
＝
久
保
智
子（
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
任
兼
生
活

相
談
員
）

▼
地
域
福
祉
課
主
任
＝
小
畠
圭（
総
務
課
主
任
）

▼
介
護
保
険
課
主
任
兼
巨
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
任
兼
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
さ
さ
ゆ
り
苑
主
任
＝
三
村
里
美（
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
管
理
者
）

▼
訪
問
介
護
事
業
所
主
任
＝
平
松
裕
美
子（
訪
問
介
護
事
業
所
介
護
員
）

▼
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
か
わ
か
み
管
理
者
＝
難
波
栄（
地
域
福
祉
課
主
査
）

▼
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
管
理
者
＝
高
橋
ひ
ず
る（
介
護
保
険
課
主
任
兼

訪
問
介
護
事
業
所
主
任
兼
巨
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
任
）

▼
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
任
＝
丸
川
祐
子（
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
主
任
）

▼
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
び
っ
ち
ゅ
う
管
理
者
＝
河
野
幸
子（
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
か
わ
か
み
主
任
）

▼
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
管
理
者
兼
生
活
相
談
員
＝
深
田
純
子（
備
中
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
任
兼
生
活
相
談
員
）

▼
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
任
＝
樽
角
益
子（
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
主
任
兼
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑
主
任
）

▼
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
任
＝
森
川
京
子（
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
介
護
員
兼
調
理
員
）

▼
総
務
課
主
事
＝
櫻
彰
朗（
地
域
福
祉
課
主
事
）

▼
成
羽
支
所
主
事
＝
光
畑
光
江（
有
漢
支
所
主
事
）

▼
川
上
支
所
主
事
＝
川
上
圭
子（
成
羽
支
所
主
事
）

【
高
梁
市
へ
復
帰
】

▼
高
梁
市
産
業
経
済
部
農
林
課
長
兼
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
川
上
民
芸
品

等
共
同
創
作
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
川

上
フ
ラ
ワ
ー
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
所

長
＝
川
上
康
之（
事
務
局
参
事
）

▼
高
梁
市
税
務
部
税
務
課
資
産
税
係

長
＝
中
村
雄
一（
総
務
課
主
査
）

【
新
規
採
用
】

▼
有
漢
支
所
長
兼
地
域
福
祉
課
主
幹

＝
島
田
一

▼
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
か
わ
か
み

介
護
支
援
専
門
員
＝
池
田
修
一

▼
地
域
福
祉
課
主
事
＝
甲
平
昭
介

NEWS
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社会福祉協議会へのご寄附ありがとうございました。

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》	

金
一
封	

玉
川
町	

森
宗
　
　
勇	

	

（
故
・
啓
二
様
）

金
一
封	

松
原
町	

深
本
　
秀
男

	

（
故
・
照
子
様
）

金
一
封	

南
　
町	

西
　
　
和
美

	

（
故
・
君
惠
様
）

金
一
封	

中
井
町	

井
上
　
　
操

	

（
故
・
美
貴
枝
様
）

金
一
封	

玉
川
町	

丸
橋
　
一
男

	

（
故
・
ハ
ナ
エ
様
）

金
一
封	

鍛
冶
町	

石
井
　
幸
雄

	

（
故
・
暉
郎
様
）

金
一
封	

南
　
町	

神
尾
　
　
繁

	

（
故
・
正
子
様
）

金
一
封	
玉
川
町	

渡
邉
　
新
二

	

（
故
・
千
恵
様
）

金
一
封	

鉄
砲
町	

山
本
　
浩
史

	
（
故
・
フ
ミ
様
）

金
一
封	

津
川
町	
矢
田
部
淳
子

	

（
故
・
孝
子
様
）

三
万
円		

川
面
町	

家
近
　
成
人

	

（
故
・
美
喜
恵
様
）

金
一
封	

新
見
市	

下
川
　
直
樹

	

（
故
・
中
村
國
吉
様
）

金
一
封	

頼
久
寺
町	

甲
斐
　
芳
明

	

（
故
・
進
様
）

金
一
封	

原
田
北
町	

逸
見
　
安
信

	

（
故
・
雅
子
様
）

金
一
封	

落
合
町	

植
田
　
和
宏

	

（
故
・
キ
ヌ
エ
様
）

金
一
封	

宇
治
町	

森
田
　
玉
栄

	

（
故
・
旭
二
様
）

金
一
封	

中
井
町	

塩
田
　
清
子

	

（
故
・
三
千
江
様
）

金
一
封	

高
倉
町	

森
岡
　
宏
夫

	

（
故
・
英
明
様
）

金
一
封	

高
倉
町	

藤
井
恵
美
子

	

（
故
・
秀
治
様
）

金
一
封	

松
　
山	

須
山
　
　
隆

	

（
故
・
香
都
美
様
）

金
一
封	

内
山
下	

野
木
　
隼
人

	

（
故
・
裕
史
様
）

金
一
封	

間
之
町	

森
下
　
　
豊

	

（
故
・
八
千
代
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

大
見
　
正
美

	

（
故
・
昌
也
様
）

金
一
封	

落
合
町	

美
簱
千
惠
子

	

（
故
・
守
様
）

金
一
封	

高
倉
町	

平
　
　
敬
子

	

（
故
・
尞
三
様
）

金
一
封	

浜
　
町	

中
山
　
太
一

	

（
故
・
益
江
様
）

金
一
封	

南
　
町	

森
末
　
幸
男

	

（
故
・
良
雄
様
）

金
一
封	

落
合
町	

渡
辺
　
順
一

	

（
故
・
正
直
様
）

金
一
封	

松
原
町	

赤
木
美
代
子

	

（
故
・
辛
己
様
）

金
一
封	

荒
神
町	

八
木
　
旦
文

	

（
故
・
潔
様
）

金
一
封	

川
面
町	

大
月
　
章
司

	

（
故
・
隆
司
様
）

金
一
封	

中
井
町	

和
田
小
奈
恵

	

（
故
・
幸
恵
様
）

金
一
封	

川
面
町	

鳴
川
　
浩
文

	

（
故
・
夏
二
様
）

金
一
封	
落
合
町	

横
林
久
平
二

	
（
故
・
弓
江
様
）

金
一
封	

弓
之
町	
川
上
　
清
志

	

（
故
・
左
喜
子
様
）

金
一
封	

成
羽
町	
植
野
美
和
子

	

（
故
・
孝
男
様
）

金
一
封	

落
合
町	

上
中
　
博
史

	

（
故
・
繁
夫
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

日
田
　
泰
伸

	

（
故
・
良
市
様
）

《
津
川
地
区
》	

金
一
封	

津
川
町	

矢
田
部
淳
子

	

（
故
・
孝
子
様
）

《
川
面
地
区
》	

金
一
封	

川
面
町	

大
月
　
章
司

	

（
故
・
隆
司
様
）

金
一
封	

川
面
町	

鳴
川
　
浩
文

	

（
故
・
夏
二
様
）

《
巨
瀬
地
区
》	

金
一
封	

巨
瀬
町	

井
本
　
延
行

	

（
故
・
俊
一
郎
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

松
森
　
　
修

	

（
故
・
秀
吉
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

大
見
　
正
美

	

（
故
・
昌
也
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

工
藤
　
和
明

	

（
故
・
美
也
子
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

日
田
　
泰
伸

	

（
故
・
良
市
様
）

《
中
井
地
区
》	

金
一
封	

中
井
町	

井
上
　
　
操

	

（
故
・
美
貴
枝
様
）

金
一
封	

中
井
町	

塩
田
　
清
子

	

（
故
・
三
千
江
様
）

金
一
封	

中
井
町	

和
田
小
奈
恵

	

（
故
・
幸
恵
様
）

《
玉
川
地
区
》	

金
一
封	

玉
川
町	

丸
橋
　
一
男

	

（
故
・
ハ
ナ
エ
様
）

金
一
封	

玉
川
町	

渡
邉
　
新
二

	

（
故
・
千
恵
様
）

金
一
封	

玉
川
町	

堀
　
　
節
夫

	

（
故
・
利
也
様
）

《
宇
治
地
区
》	

金
一
封	

宇
治
町	

森
田
　
玉
栄

	

（
故
・
旭
二
様
）

《
松
原
地
区
》	

金
一
封	

松
原
町	

深
本
　
秀
男

	

（
故
・
照
子
様
）

金
一
封	

松
原
町	

赤
木
美
代
子

	

（
故
・
辛
己
様
）

《
落
合
地
区
》	

金
一
封	

落
合
町	

植
田
　
和
宏

	

（
故
・
キ
ヌ
エ
様
）

金
一
封	

落
合
町	

美
簱
千
惠
子

	

（
故
・
守
様
）

金
一
封	

落
合
町	

横
林
久
平
二

	

（
故
・
弓
江
様
）

金
一
封	

落
合
町	

上
中
　
博
史

	

（
故
・
繁
夫
様
）

《
有
漢
支
会
》	

金
一
封	

岡
山
市	

河
原
　
明
史

	

（
故
・
ふ
み
様
）

金
一
封	

上
有
漢	

平
下
　
勝
哉

	

（
故
・
遊
亀
江
様
）

金
一
封	

有
　
漢	

細
川
　
孝
志

	

（
故
・
新
吾
様
）

《
成
羽
支
会
》	

金
一
封	

成
　
羽	

小
野
田
貴
之

	

（
故
・
静
子
様
）

金
一
封	

下
　
原	

芳
賀
　
晁
子

	

（
故
・
有
恒
様
）

金
一
封	

下
　
原	

森
下
　
治
郎

	

（
故
・
京
様
）

金
一
封	

成
　
羽	

平
松
富
美
恵

	

（
故
・
美
津
枝
様
）

金
一
封	

小
　
泉	

川
上
　
広
海

	

（
故
・
章
子
様
）

　社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ平成 28 年３月と４月にいただいたご寄附についてお知らせします。
心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。

　なお、金額等については寄附者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

平成28年

3月〜4月
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この広報誌は再生紙を使用しています。

この広報紙は、寄附金の一部を活用して発行しています

金
一
封	

中
　
野	

廣
坂
　
憲
郎

	

（
故
・
茂
夫
様
）

金
一
封	

下
　
原	

三
宅
　
　
睿

	

（
故
・
良
一
様
）

金
一
封	
星
　
原	

植
野
美
和
子

	

（
故
・
孝
男
様
）

《
川
上
支
会
》	

金
一
封	

三
　
沢	
馬
川
　
一
夫

	

（
故
・
昭
夫
様
）

金
一
封	

七
　
地	

川
上
　
啓
介

	

（
故
・
美
和
様
）

金
一
封	

仁
　
賀	

三
村
　
　
誠

	

（
故
・
絹
子
様
）

金
一
封	

三
　
沢	

三
村
　
啓
二

	

（
故
・
賢
壽
様
）

金
一
封	

地
　
頭	

田
中
美
千
子

	

（
故
・
森
夫
様
）

金
一
封	

上
大
竹	

山
室
　
茂
夫

	

（
故
・
要
様
）

金
一
封	

地
　
頭	

難
波
　
知
之

	

（
故
・
清
様
）

金
一
封	

岡
山
市	

山
室
　
茂
夫

	

（
故
・
要
様
）

金
一
封	

地
　
頭	

原
　
　
角
一

	

（
故
・
ア
ヤ
コ
様
）

金
一
封	

井
原
市	

赤
木
　
克
子

	

（
故
・
丹
治
亀
一
様
）

《
備
中
支
会
》	

金
一
封	

平
　
川	

川
谷
　
貞
夫

	

（
故
・
操
様
）

金
一
封	

布
　
賀	

村
岡
　
　
薫

	

（
故
・
榮
様
）

金
一
封	

布
　
賀	

小
原
　
美
惠

	

（
故
・
重
信
様
）

金
一
封	

布
　
瀬	

高
見
　
裕
史

	

（
故
・
澄
惠
様
）

金
一
封	

平
　
川	

物
部
　
啓
一

	

（
故
・
博
巳
様
）

金
一
封	

東
油
野	

竹
浪
　
旦
子

	

（
故
・
弘
訓
様
）

金
一
封	

長
　
屋	

赤
木
　
周
子

	

（
故
・
格
一
様
）

金
一
封	

岡
山
市	

武
並
　
一
郎

	

（
故
・
昭
二
様
）

金
一
封	

布
　
賀	

藤
原
　
裕
幸

	

（
故
・
清
子
様
）

【
一
般
寄
附
】	

《
高
梁
支
会
》	

金
一
封	

中
原
町	

山
陽
興
産
㈱
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

	
（
赤
木
五
郎
賞
受
賞
お
礼
と
し
て
）

金
一
封	

川
面
町	

藤
本
　
和
義

	

（
退
職
に
あ
た
り
）

金
一
封	

	

匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て	

第
382
回
、
第
383
回
目
）

《
中
井
地
区
》	

金
一
封	

中
井
町	

河
原
美
恵
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

中
井
町	

伊
達
　
　
進

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
宇
治
地
区
》	

金
一
封	

宇
治
町	

下
中
　
廣
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

宇
治
町	

樋
口
　
富
恵

	

（
お
礼
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
》	

金
一
封	

上
有
漢	

小
林
　
由
明

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

有
　
漢	

山
口
　
一
男

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
成
羽
支
会
》	

金
一
封	

	

匿
　
　
　
名

（
福
祉
に
対
す
る
寄
附
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》	

金
一
封	

地
　
頭	

小
倉
　
隼
人

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

地
　
頭	

曽
川
　
利
江

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

下
大
竹	

川
上
　
　
寛

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

	

匿
　
　
　
名

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

地
　
頭	

内
藤
　
正
枝

（
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会	

退
職
に
あ
た
り
）

金
一
封	

三
　
沢	

林
　
八
重
子

（
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会	

退
職
に
あ
た
り
）

金
一
封	

上
大
竹	

藤
岡
　
光
子

（
転
出
の
た
め
）

金
一
封	

三
　
沢	

林
　
　
厚
己

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

領
　
家	

大
塚
　
政
雄

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》	

金
一
封	
西
　
山	

谷
奥
福
太
郎

	
（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	
東
油
野	

石
原
志
摩
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

東
油
野	
後
内
智
登
江

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

布
　
賀	

藤
田
　
寛
爾

	

（
一
般
寄
附
と
し
て
）

金
一
封	

布
　
賀	

原
田
　
俊
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

	

匿
　
　
　
名

	

（
一
般
寄
附
と
し
て
）

　

寒
さ
も
和
ら
ぎ
、
過
ご
し
や
す
い
気
候
に
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
春
花
粉
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
本
紙
に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
が
、
４
月

14
日
か
ら
断
続
的
に
発
生
し
、
多
く
の
家
屋
倒
壊
や

人
的
被
害
が
発
生
し
て
い
る
熊
本
地
震
に
関
し
て
、

市
共
同
募
金
委
員
会
で
は
、
義
援
金
の
受
付
を
開
始

し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
が
１
日
も
早
く
心
穏

や
か
に
過
ご
せ
る
日
が
訪
れ
ま
す
よ
う
職
員
一
同
お

祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
後
、
防
災
に
対
す
る
関
心

も
高
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
が
、
数
年
前

に
研
修
の
講
師
を
依
頼
し
た
防
災
シ
ス
テ
ム
研
究
所

の
山
村
所
長
の
言
葉
に
「
近
助
の
精
神
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ほ
ど
よ
い
距
離
間
は
保
ち

な
が
ら
も
、
困
っ
て
い
る
時
に
は
隣
近
所
で
声
を
掛

け
合
い
、
傍
観
者
に
な
ら
な
い
心
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
言
葉
は
、
決
し
て
災
害
対
策
の
み
に
適
用
す

る
こ
と
で
は
無
く
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
町
に
は
、

必
要
不
可
欠
な
考
え
方
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
が
住
み
慣
れ
た
高
梁
市
で
安
心
し
て

生
活
が
出
来
る
よ
う
に
、
本
年
度
も
引
き
続
き
市
民

の
皆
様
と
二
人
三
脚
で
取
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

（
Ｓ
）

編

集

後

記
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